


















































The Multilayer World of  Opened by Reading Superior Narrator




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































What Happened at Miss Minchin’sが出版された後、
加筆修正され1905年版がA Little Princess : Being the
 
Whole Story of Sara Crewe Now Told for the
 
First Timeとして出版されている。
注２：「セーラ」について、若松賤子訳では「強い、意志的な視
線」をする人物として描かれていたが、その後、「伏し目
がちの少女」「慈愛あふれる少女像」へ変化していると指
摘されている。
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